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㈶資源科学研究所で実学に触れ、研究者として
の理想とお金を得るための現実を肌で感じた 

雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

生
態
学
は
、
ま
ず
、
現
場
へ
、

現
場
か
ら
学
ぶ 



 
明治 43 年から動いている剣崎浄水場は河川表流水を取水し、沈殿池とろ過
池と浄水池しかなかった。台風の濁り水でも、ろ過池は目詰まりしなかった。 

金
魚
の
池
が
ど
う
し
て
緑
か
。
食
べ
て
も
消
化
で
き
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

水
の
浄
化
、
公
共
水
道
の
始
ま
り
は
繊
維
産
業
に
関
係
が
あ
っ
た
。 



 

自
然
界
の
現
象
を
応
用
が
応
用
生
態
学 

大量のきれいな水が必要なのは、繊維産業と関係があった。 

河床で湧き出すきれいな水を真似たのが緩速ろ過の始まり。
産業革命時代のスコットランド。 

上
田
市
に
、
英
国
式
の
緩
速
ろ
過
の
浄
水
場
が
あ
っ
た
。 

  



 
ろ過池は、上から下へとゆっくりとした流れ、砂面で生物が繁殖した。 

生物屋は、生物が盛んに繁殖していると、ワクワクする。 

水
深
は3

8

㌢
と
浅
か
っ
た
。 



 

生
物
の
活
躍
に
は
、
酸
素
が
必
要
で
、
ろ
過
速
度
は
早
い
方
が
良
か
っ
た
。 

食物連鎖が鍵だった。 

生
物
が
、
天
然
の
お
い
し
い
水
を
つ
く
っ
て
い
た
。 

生物は餌があるところしかいない。 



 
緩速ろ過は、生物が活躍して浄化している。 

導
水
路
で
薬
剤
を
添
加
す
る
と
、
緩
速
ろ
過
池
で
生
物
が

活
躍
で
き
な
い
の
で
砂
層
深
く
ま
で
汚
れ
が
入
る
。 

ろ過池の生物膜の季節変化は、湖の生物量の季節変化と似ていた。 

生
物
が
活
躍
す
る
と
、
汚
れ
は
、
砂
面
近
く
だ
け
。 



 

水源で、殺藻剤を添加すると、ろ過池では、生物が活躍で
きないので、砂層深くまで汚れる。 

生
物
が
活
躍
す
れ
ば
砂
は
き
れ
い
な
ま
ま
だ
。 

血を吸う蚊と、吸わないユスリカと間違える。 

蚊
の
幼
虫
は
流
れ
て
い
な
い
水
で
生
息
。 



 
日本の指針には、緩速ろ過の
解説がほどんどない。 

英
文
の
解
説
冊
子
も
配
布
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。 

2002 年と、2005 年に出版した解説本は、絶版。 
古本は高い値段になっている。 

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
太
平
洋

水
会
議
で
発
表
。 

日本で唯一の緩速ろ過の解説。
生物浄化法としての解説だ。 

普
通
の
本
屋
だ
と
、
値
段
が
高
く
な
る
。
そ
こ
で
、

同
窓
会
か
ら
廉
価
に
出
版
し
て
も
ら
っ
た
。 



 

日
本
政
府
、
外
務
省
は
、
海
外
へ
は
生
物
浄
化

法
と
し
て
宣
伝
し
て
く
れ
て
い
る
。 

こんな簡単な仕組みで、安全でおいしい水ができると、解説。 

長
野
県
の
水
道
水
は
、
６
割
が
消
毒
の
み
。

そ
れ
は
自
然
界
で
生
物
浄
化
さ
れ
た
水
。 

日
本
の
小
学
校
の
教
科
書
で
は
急
速
ろ
過

の
解
説
だ
け
。
お
か
し
な
日
本
だ
。 



 
長野県企業局は、緩速ろ過の良さを認識し、コロナが流行していた 2022 年、
ネットで研修会を 2 回開催。Youtube で公開、現在でも見ることができる。 

上
田
市
の
染
屋
浄
水
場
の
ろ
過
水
は
、
常
に
０
・
０
０
０
度
だ
。 

天然の湧水、甘露水という。 



 

英
国
生
ま
れ
の
緩
速
ろ
過

は
、
日
本
で
生
物
浄
化
法
と

し
て
再
認
識
さ
れ
、
日
本
か

ら
世
界
へ
と
広
ま
り
だ
し
て

い
る
。 

安全でおいしい水の探求を、高校生の国際フォーラムで講演した。 

高校生は、大人の事情でなく、自分らで判断した感性で動く。
それを期待して張り切った。 


